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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

12
月
１
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

�

Ａ
Ｐ
大
阪
駅
前
（
大
阪
市
北
区
梅
田
１
丁
目
12
番
12

号　

電
話
06
―
６
３
４
３
―
５
１
０
９
）

講
師　

�

井
上
雅
裕
氏
（
北
区
開
業
、
前
大
阪
歯
科
大
学
口
腔

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
科
准
教
授
）

定
員　

90
人　
　

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

大
阪
市
北
部
地
区
・
大
阪
市
東
部
地
区
・
三
島
地
区

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
の
注
意
点

日
時　

12
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

宇
治
田
竜
一
氏
（
協
会
経
税
部
員
・
中
央
区
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

経
営
セ
ミ
ナ
ー

将
来
を
見
据
え
た
帳
簿
・
決
算
書
の
読
み
方

　

医
院
経
営
に
最
強
の
金
棒「
簿
記
」の
技
術

日
時　

２
０
１
４
年
１
月
19
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

横
山
武
志
氏
（
九
州
大
学
歯
学
部
麻
酔
学
教
室
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

１
月
度
生
涯
研
修

誰
で
も
実
践
で
き
る
歯
科
医
院
に
お
け
る
救
急
救
命

処
置

日
時　

12
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

高
橋
章
氏
（
徳
島
大
学
大
学
院
口
腔
外
科
学
講
師
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

12
月
度
生
涯
研
修

明
日
か
ら
使
え
る
Ｘ
線
画
像
診
断

日
時　

１
月
25
日
（
土
）
午
後
３
時
～
６
時

会
場　

京
橋
・
弥
生
カ
レ
ッ
ジ
Ｃ
Ｍ
Ｃ

講
師　

柄
溝
宗
生
氏
（
協
会
税
理
士
団
）

会
費　

５
千
円　
　

定
員　

20
人

対
象　

会
員
・
家
族
・
会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ

「
弥
生
会
計
」パ
ソ
コ
ン
記
帳
講
座
―
決
算
編

大
阪
市
北
部
地
区
・
大
阪
市
東
部
地
区
・
南
河
内
地
区

日
時　

11
月
30
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館

講
師　

�

高
津
兆
雄
氏
（
旭
区
開
業
、
前
大
阪
歯
科
大
学
歯
周

病
学
講
座
准
教
授
）

定
員　

50
人

会
費　

会
員
無
料　

未
入
会
者
１
万
円

内
容　

基
本
治
療
後
の
歯
周
外
科
治
療
な
ど

歯
周
治
療
３
回
シ
リ
ー
ズ
講
座〈
２
回
目
〉

　

歯
科
技
工
所
の
構
造
設
備

基
準
を
変
更
し
、
施
行
規
則

に
盛
り
込
ん
だ
「
歯
科
技
工

士
法
施
行
規
則
の
一
部
改

正
」
が
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、

詳
細
な
歯
科
技
工
録
の
作
成

な
ど
を
義
務
付
け
る
「
歯
科

補
綴
物
等
の
作
成
等
及
び
品

質
管
理
指
針
」
が
定
め
ら
れ

　

大
阪
が
誇
る
大
阪
城
と
い

う
こ
と
で
久
し
振
り
に
訪
れ

た
。
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら

れ
る
大
阪
城
で
は
桜
の
葉
が

紅
葉
し
、
見
事
に
色
づ
い
て

い
る
。
大
阪
城
本
丸
前
の
推

定
樹
齢
３
０
０
年
の
大
銀
杏

や
天
守
閣
北
側
の
櫨
紅
葉

（
は
ぜ
の
も
み
じ
）
も
見
応

以
前
に
は
、明
応
５
年（
１
４

９
６
年
）
に
浄
土
真
宗
の
蓮

如
上
人
が
大
坂
城
付
近
に
、

し
焼
亡
し
た
と
の
こ
と
だ
。

　

天
守
閣
北
側
の
極
楽
橋
を

渡
り
右
へ
行
け
ば
、
大
阪
城

梅
林
が
あ
り
（
大
阪
城
ホ
ー

ル
か
ら
間
近
）、
２
～
３
月

に
は
１
５
０
０
本
も
の
い
ろ

約
40
㍍
あ
り
「
三
国
無
双
の

城
」
と
讃
え
ら
れ
た
が
、
慶

長
20
年
（
１
６
１
５
年
）
の

大
阪
夏
の
陣
で
落
城
し
、
わ

ず
か
30
年
あ
ま
り
で
そ
の
姿

を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

　

現
在
の
大
阪
城
の
天
守
閣

は
、
昭
和
６
年
に
大
阪
市
民

の
熱
意
で
復
興
さ
れ
た
も
の

だ
。
今
で
は
、
83
年
が
経
過

し
、
最
長
記
録
を
更
新
し
て

い
る
。
高
さ
は
54
㍍
の
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
も
あ
る
。
地
上
50

㍍
の
展
望
台
か
ら
は
大
阪
市

内
が
一
望
で
き
る
。
眼
下
を

見
や
れ
ば
大
阪
城
域
の
広
さ

に
驚
か
さ
れ
る
。

　

城
内
に
は
豊
臣
秀
吉
ゆ
か

り
の
展
示
物
が
あ
り
、
３
階

に
は
黄
金
の
茶
室
の
原
寸
大

模
型
も
あ
り
、
当
時
の
栄
華

が
し
の
ば
れ
る
。

�

（
新
聞
部
・
辻
本
勝
）

な
い
。

　

豊
臣
秀
吉
が
天
下
統
一
の

拠
点
と
し
て
大
坂
城
の
築
城

を
開
始
し
た
の
は
、
天
正
11

年（
１
５
８
３
年
）だ
。
そ
の

大
坂
本
願
寺
と
な
り
強
大
な

勢
力
を
誇
っ
て
い
た
が
、
織

田
信
長
と
の
11
年
に
及
ぶ

「
石
山
合
戦
」の
後
、
天
正
８

年
（
１
５
８
０
年
）
に
出
火

ん
な
種
類
の
梅
が
楽
し
め

る
。
そ
の
横
の
内
堀
の
坂
を

登
っ
た
所
に
蓮
如
上
人
の
碑

が
立
っ
て
い
る
。

　

初
代
の
大
坂
城
は
高
さ
が

た
。
技
工
所
を
取
り
巻
く
ル

ー
ル
の
変
更
に
つ
い
て
技
工

士
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

知
ら
な
い
４
割

　

構
造
設
備
基
準
変
更
の
認

知
度
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
知
っ
て
い
る
」
が
57
・
３

％
、「
知
ら
な
い
」
が
40
・

５
％
と
な
っ
て
い
る
。
基
準

に
対
応
で
き
る
か
に
つ
い
て

は
、「
で
き
る
」
が
63
・
４

％
、「
で
き
る
が
困
難
」
が

23
・
７
％
、「
で
き
な
い
」

が
９
・
９
％
で
、
３
割
超
の

技
工
所
が
、「
対
応
困
難
」

と
し
て
い
る
。

　

品
質
管
理
指
針
の
認
知
度

に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
知
っ
て
い
る
」
が
58
・
０

％
、「
知
ら
な
い
」
が
39
・

７
％
で
あ
っ
た
。
指
針
へ
対

応
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、

「
で
き
る
」
が
51
・
６
％
、

「
で
き
る
が
困
難
」
が
29
・

０
％
、「
で
き
な
い
」
が
13

・
７
％
で
あ
っ
た
。
合
わ
せ

て
４
割
を
超
え
る
技
工
所
が

「
対
応
困
難
」
と
し
て
い
る
。

い
く
つ
も
ハ
ー
ド
ル

　

意
見
欄
に
は
、「
技
工
料

金
の
上
昇
の
兆
し
が
見
え
な

い
ま
ま
、
技
工
所
に
と
っ
て

は
構
造
設
備
基
準
、
品
質
指

針
、（
中
略
）
…
、
個
人
技

工
所
に
と
っ
て
は
、
い
く
つ

も
ハ
ー
ド
ル
が
準
備
さ
れ
て

い
る
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ

ら
れ
た
。

　

一
方
で
、「（
技
工
物
は
）

最
終
的
な
納
品
時
は
食
品
関

係
と
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

（
中
略
）
今
回
の
技
工
士
法

は
最
低
限
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
」
と
積
極
的

に
受
け
止
め
る
声
も
あ
っ

た
。

　

技
工
物
の
安
全
・
管
理
体

制
を
強
め
る
こ
と
は
、
歯
科

医
療
の
向
上
に
不
可
欠
で
あ

る
。
し
か
し
、
施
行
規
則
改

正
を
「
知
ら
な
い
」
が
約
４

割
に
上
る
こ
と
か
ら
も
、
改

正
に
つ
い
て
十
分
な
論
議
と

準
備
期
間
が
保
障
さ
れ
た
と

は
言
い
難
い
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協

力
し
た
技
工
所
の
う
ち
半
数

超
が「
一
人
ラ
ボ
」
で
あ
っ

た
。

　

技
工
所
の
実
態
を
無
視
し

た
機
械
的
な
ル
ー
ル
を
押
し

付
け
て
、
零
細
技
工
所
を
ま

す
ま
す
困
難
な
状
況
に
追
い

や
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。

抜
本
的
改
革
を

　

あ
る
技
工
士
は
次
の
よ
う

な
意
見
を
寄
せ
た
。

　

「
技
工
士
法
も
含
め
歯
科

技
工
士
の
社
会
的
立
場
の
向

上
や
技
術
料
金
も
含
め
た
抜

本
的
な
改
革
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
」

　

こ
う
し
た
願
い
を
実
現
す

る
に
は
、
低
い
歯
科
診
療
報

酬
、
受
診
抑
制
に
つ
な
が
る

高
す
ぎ
る
患
者
窓
口
負
担
な

ど
、
歯
科
医
療
の
構
造
的
な

問
題
の
解
決
が
不
可
欠
で
あ

る
。
歯
科
医
師
・
歯
科
技
工

士
が
手
を
携
え
、
国
民
と
力

を
合
わ
せ
た
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

�

（
終
わ
り
）

歯
科
医
院
譲
渡
・
貸
与

【
所
在
地
】
泉
佐
野
市
栄
町

（
南
海
電
鉄
「
泉
佐
野
」
駅

か
ら
徒
歩
３
分
）

【
条
件
等
】
チ
ェ
ア
３
台

等
、
66
平
方
㍍
（
木
造
２
階

建
て
・
延
べ
１
３
２
平
方
㍍
）

【
金
額
】
価
格
応
談

【
連
絡
先
】
協
会
新
聞
部

　
掲
載
は
協
会
会
員
に
限
り

ま
す
。協
会
は
紹
介
の
み
で
、

掲
載
内
容
の
確
認
や
条
件
な

ど
の
交
渉
は
当
事
者
間
で
お

願
い
し
ま
す
。
掲
載
の
お
申

し
込
み
は
新
聞
部
ま
で
。

品
質
管
理
指
針　

４
割「
対
応
困
難
」

技工所アンケート報告④

歯科
崩壊
はい
ま

木々の葉が色づく秋の大阪城

256

紅
葉
に
映
え
る
天
守
閣

大
阪
城

　

協
会
や
市
民
団
体
な
ど
で

つ
く
る
「
保
険
で
よ
い
歯
科

医
療
を
大
阪
連
絡
会
」
が
10

月
24
日
に
取
り
組
ん
だ
国
会

行
動
の
要
請
議
員
は
次
の
通

り
。

【
面
談
】

衆
院
〈
共
産
〉
宮
本
岳
志

参
院
〈
共
産
〉
辰
巳
孝
太
郎

【
秘
書
対
応
】

衆
院
〈
自
民
〉
と
か
し
き
な

お
み
、
北
川
知
克
、
中
山
泰

秀
、
大
塚
高
司
、
左
藤
章
、

原
田
憲
治
、
竹
本
直
一
、

〈
民
主
〉
辻
元
清
美
、〈
維
新
〉

井
上
英
孝
、
浦
野
靖
人
、
松

浪
健
太
、
遠
藤
敬
、
馬
場
伸

幸
、
西
根
由
佳
、
足
立
康

史
、
木
下
智
彦
、
谷
畑
孝
、

三
宅
博
、
村
上
政
俊
、
西
野

弘
一
、
丸
山
穂
高
、
伊
東
信

久
、〈
公
明
〉
北
側
一
雄
、

佐
藤
茂
樹
、
伊
佐
進
一
、
國

重
徹
、
浮
島
智
子
、
樋
口
尚

10
・
24
国
会
行
動

要
請
議
員
一
覧

也
、〈
生
活
〉
村
上
史
好
、

〈
無
所
属
〉
西
村
眞
悟

参
院
〈
自
民
〉
太
田
房
江
、

北
川
イ
ッ
セ
イ
、柳
本
卓
司
、

〈
民
主
〉
尾
立
源
幸
、〈
維

新
〉
東
徹
、〈
公
明
〉
石
川

博
崇
、〈
共
産
〉
山
下
芳
生

�

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

補てつ物等の作成等及び
品質指針の施行について

施行への対応

知っている
58.0％
知っている
58.0％

対応できる
48.1％
対応できる
48.1％

知らない
39.7％
知らない
39.7％

対応できるが
困難　29.0％
対応できるが
困難　29.0％

対応できない
13.7％
対応できない
13.7％

その他
2.3％
その他
2.3％

無回答 6.9％無回答 6.9％

無回答
2.3％
無回答
2.3％

一
つ
の
宿
坊

を
営
ん
で
い

た
。
や
が
て

え
が
あ
る
。

見
慣
れ
た
観

光
ス
ポ
ッ
ト

も
紅
葉
の
季

節
に
は
新
鮮

な
発
見
が
あ

る
か
も
し
れ

後
、
元
和
６

年
（
１
６
２

０
年
）
か
ら

10
年
か
け
て

再
築
さ
れ
、
高
さ
は
約
58
㍍

も
あ
っ
た
が
約
40
年
後
の
寛

文
５
年
（
１
６
６
５
年
）
落

雷
に
よ
っ
て
天
守
閣
を
無
く

し
た
。
初
代
、
２
代
と
も
天

守
閣
が
立
っ
て
い
た
期
間
が

意
外
に
短
か
っ
た
ん
だ
と
変

に
感
心
を
し
た
。
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